
明治大学史資料センター

♯76

1920年の
駿河台キャンパス
現在リバティタワーが建つ場所の写真です。中央に見えるのは「記
念館」と呼ばれた校舎です。写真の記念館は2代目で、現在のリ
バティタワーは4代目にあたります。

制定当時の校歌譜面
明治大学校歌は2020年に制
定100周年を迎えます。この
譜面は駿河台キャンパス・ア
カデミーコモン地階の大学史
展示室で展示されています。

まもなく「大学昇格」100周年！
来る2020（令和2）年は、明治大学にとって
節目といえます。それは、法制上の大学となっ
て100周年を迎え、さらに明治大学校歌が制
定されて100周年となるからです。今回は、お
よそ100年前の写真を紹介しながら、当時の
明治大学や学生の様子について見ていくこと
にします。
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試験の様子
板書によれば「民事訴訟法」の
試験であることがわかります。
試験監督者の姿も確認できます。

授業の様子

「大学昇格」を伝える明治大学学報
1918（大正7）年の大学令公布は、同法が近代日本において初めて私立と
公立の大学を認めた法律であることから、日本の高等教育史において、また
明治大学史において大きな転換点となりました。明治大学は大学令が定め
る基準を整え、1920（大正9）年に大学令に基づく大学となりました（すでに
1903年から公的に認められて明治大学と名乗っていましたが、法制上は旧
制専門学校でした）。明治大学史ではこのできごとを「大学昇格」と呼んでい
ます。ただし、明治大学における実際の教育は、「大学昇格」以前から多数
の法曹を輩出していたことからもわかるように、大学に勝るとも劣らないもので
した。明治大学の実態に法制が追いついたと考えればわかりやすいでしょうか。
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